
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１２月 

三刀屋高校 

    保健部 

 

 島根県でもインフルエンザの流行時期に入りました。学級閉鎖をする学校等もでてきていま

す。本校でもインフルエンザ陽性の診断を受ける生徒もいます。これから気温がさらに下がっ

てくるため換気の頻度が減ったり、流水での手洗いがおろそかになったりします。各自が感染

予防にこころがけましょう。 

冬至とは１年で一番、太陽が出ている時間が短く夜が長い日です。今年の冬至は１２月２１日

（土）。「冬至冬中冬始め」ということわざを知っていますか？冬至は冬の真ん中ですが、これか

ら本格的に寒くなって冬が始まる・・・という意味です。この時期は感染症が流行しやすいです

ね。栄養のあるものを食べて、しっかり睡眠をとり、手洗いや空気の入れかえなどを行い感染症

にかからないようにしましょう。 

≪感染経路≫ 

インフルエンザはくしゃみやせきによる飛沫感染のほか、患者の鼻水やつばなどの分泌物に

汚染された物品を介して感染する接触感染があります。 

≪症状≫ 

１～２日の潜伏期間の後、突然の発熱で始まり、３８℃を超 

える高熱となります。発熱は２～４日程度続き、その間に頭 

痛、咽頭痛、筋肉痛、関節痛、全体倦怠感、悪寒などを伴います。解熱しても咳、鼻水が続

き、体調が回復するまでに１週間程度かかります。呼吸器などの基礎疾患をもっている人が

感染、発症すると重症化したり肺炎になったりすることがあります。 

≪感染予防≫ 

・石けんでの手洗い 

・咳エチケット（咳やくしゃみが出るときは必ずマスクをつけましょう。） 

・ワクチン接種（効果が出るまで２週間程度かかります。発症をある程度抑えたり、発症し

ても重症化を防いだりするのに効果があります。） 

・定期的な換気（２か所、２方向、対角線上に窓を開けると効率的に換気できます。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


